
○現況の課題

・混雑度が２．１７で県内国道（2車線以上）ワースト４位

・下土佐交差点から小房交差点間約６kmの内、約８割の区間が

「渋滞が著しい箇所 」

・京奈和自動車道の（仮称）橿原南・御所インターチェンジへ

のアクセス道路としての早期整備が必要

１．一般国道１６９号 高取バイパス 事業概要
○事業の目的

一般国道１６９号（高取バイパス）は、京奈和自動車道（仮称）橿原南・御所インターチェンジから吉
野方面へのアクセス道路であり、交通の円滑化や橿原市・奈良市・大阪方面へのアクセス性の向上、吉野
地域と大和平野地域の連携強化、吉野地域等の利便性向上及び活性化を目的とする道路である。

写真１
（交通渋滞の状況）

図１位置図

写真２
（踏切付近の交通渋滞の状況）

１５．高取バイパス
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※：「渋滞が著しい箇所」とは、県内の国道と県道で、「渋滞が発生している箇所」の内、
特に問題となる踏切、交差点が含まれている箇所のこと。

高取バイパス

図２平面図

○事業の概要

・事業名 ： 一般国道１６９号 高取バイパス

・事業区間 ： 奈良県高市郡高取町兵庫～同町清水谷
・延 長 ： Ｌ＝３．４ｋｍ
・計画諸元 ： ３種２級 Ｗ=26.0m（2車線）設計速度60km/h
・事業化年度 ： 平成10年度
・全体事業費 ： Ｃ＝約144億円
・今までの投資額： Ｃ＝約59億円（進捗率＝約42%）

けいなわ



２．費用便益比（Ｂ／Ｃ）の点検結果

○計画交通量と事業費

Ｂ／Ｃ＝1.2事業全体

○便益（Ｂ）の内訳

注） B、Cは、評価時（平成21年度）の価値に換算している。

12億円9億円150億円事業全体

交通事故

減少便益

走行経費

減少便益

走行時間

短縮便益

１５．高取バイパス

○点検結果

14,900台／日計画交通量

144億円事業費

【参考】
前回評価時※の計画交通量 14,900～15,800台／日
前回評価時※の事業費 145 億円

※平成19年度評価

【参考】
前回評価時※の事業全体Ｂ／Ｃ＝1.4

※平成19年度評価



３．コストの見直し
１５．高取バイパス

１．事業費の増加要因

２．コスト縮減の取り組み

３．その他

・維持管理についても、橋梁の塗装が不要になる鋼材の利用により約０．９億円、電気料金が

経済的で耐用年数の長いトンネル照明の利用により約１億円のコスト縮減。

○ 全体事業費 約１４４億円（前回（平成１９年度）評価時の事業費 約１４５億円）

・なし

・建設発生土を現場内で流用など 約 １億円

※事業費の増減：▲約 １億円



①通過交通の減少による生活道路の通学児童等の安全性向上

・約23,000台／日（平成17年度道路センサス交通量）の車両が通行している一般国道１６９号の通過
交通の減少が図られるとともに、生活道路の交通量が減少し、児童数が約３４０人のたかむち小学

校等の通学児童等の安全性が向上。

②観光施設へのアクセス向上
・渋滞の解消や定時性の確保により、年間約２３０万人（平成19年度：吉野地域全体）が来訪する世

界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」に登録されている吉野山金峯山寺等へのアクセスが強化され、
吉野地域の観光地としての魅力を向上。

③日常生活の利便性向上
・一般国道１６９号の通過交通が転換することにより、一般国道１６９号の円滑な通行が可能となり、
日常生活を中和地域に依存（橿原市への買い物率が20％以上）している吉野地域と中和地域の連携
が強化され、吉野地域等の利便性が向上し、活性化が期待。

４．便益（Ｂ）に計上されていない効果
１５．高取バイパス

（交通渋滞の状況） （日常生活を橿原市に依存する中南和地域）
［橿原市への買い物率］

（ネットワーク形成による観光振興）

写真３ 図３
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橿原市への買い物率20％以上

橿原市への買い物率10％以上20％未満


